
第Ⅱ章 主要幹線道路及び広域緑地の整備の方向性並びに都市機能のあり方の検討 

  

 

※合意 3 地区とは、①ライカム地区・ロウワープラザ地区等 26.0ha、②喜舎場ハウジング地区 6.0ha、

③宜野湾市地区 55.0ha 
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第Ⅱ章 主要幹線道路及び広域緑地の整備の方向性並びに都市機能のあり方の検討 

（４）水と緑に関わる要素の状況 

緑地整備の方向性を検討するにあたっては、水や緑だけでなくそれに関連する要素についても

状況を把握し分析する必要がある。 

ここでは、緑地整備の方向性を検討するにあたって、関連する重要な要素として、地形、地質・

水系、植生等、生活・文化等を取り上げ、状況把握を行った。 

特質すべき特徴としては以下が挙げられる。 

●対象区域は、平地から丘陵地に広がり、標高差は約 100m、複数の地質条件があり、また複数

の河川が流れている。 

●自然度の高い植生や貴重な動物の生息域もあり、歴史文化資源も複数ある。 

●考慮すべき要素や資源が多種多様に存在する。 

 

１）地形（標高・傾斜等） 

当地区及びその周辺の地形（標高・傾斜等）の状況を把握した。 

当地区における特徴は以下のとおり。 

・東高西低の地形 

・普天間川を中心軸とした扇状の地形 

・台地に囲まれた空間 

・地形により美しい海岸を眺める視点場が多い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2-21 キャンプ瑞慶覧及びその周辺の地形の状況＜１ 標高＞ 

 

 

 

 

 

出典：中南部都市圏駐留軍用地跡地の緑地保全

及び緑化方策の検討調査報告書（平成 23 年３

月沖縄県） 
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第Ⅱ章 主要幹線道路及び広域緑地の整備の方向性並びに都市機能のあり方の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2-22 キャンプ瑞慶覧及びその周辺の地形の状況＜２ 眺望＞ 

 

 

 

段丘上部から海岸を望む眺望 

開放的な段丘面に建設

された住宅地 

段丘面から海岸への眺望 

低地から段丘上部の稜線へ至る開放的な地形となっており、段丘上部から

海岸方向への眺望は優れている。（赤矢印） 

・海岸から国道 58号の沿道にかけて起伏のない低地があり、その周囲には、ひな壇状の段丘面が数段にわたり

形成され、標高 100ｍほどの稜線に至っている。 
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第Ⅱ章 主要幹線道路及び広域緑地の整備の方向性並びに都市機能のあり方の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2-23 キャンプ瑞慶覧及びその周辺の地形の状況＜３ 地形分類＞  

沖縄中南部 地形分類図 昭和５６年調査 

（昭和５８年３月発行 沖縄県） 

凡   例 
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第Ⅱ章 主要幹線道路及び広域緑地の整備の方向性並びに都市機能のあり方の検討 

 

２）地質・水系等 

当地区及びその周辺の地形（標高・傾斜等）の状況を把握した。 

当地区における特徴は以下のとおり。 

・４つの河川、湧水と地域内には水辺が豊富 

・白比川には豊富な緑が存在。普天間川の低地部は人工的 

・歴史、文化的な資源と重なる箇所も多い。 

・海岸は沖積層が占め、段丘面の多くは琉球層群（琉球石灰岩）に占められているが、段丘上

部には島尻層群が見られる。石灰岩層の縁には多くの湧水群がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2-24 キャンプ瑞慶覧及びその周辺の地質・水系等の状況＜１＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2-25 キャンプ瑞慶覧及びその周辺の地質・水系等の状況＜２＞ 

出典：中南部都市圏駐留軍用地跡地の緑地保

全及び緑化方策の検討調査報告書（平成 23年

３月沖縄県） 

地質図「那覇及び沖縄市南

部（２００６）」によると

対象地域の地質は石灰岩

となっている。 
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沖縄本島中南部地域 利水現況図（１）（平成元年３月発行 沖縄県） 

凡   例 

図2-26 キャンプ瑞慶覧及びその周辺の 

地質・水系等の状況＜３＞ 

 

「沖縄本島中南部地域

利水現況図」によると対象

地域の水系は大きくわけ、

二つの水系（白比川水系、

普天間川水系）となってい

ることがわかる。 

また、地域内には白比

川、普天間川と二つのその

他河川（名称不明）の４つ

の河川が流れていること

が確認できる。 
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第Ⅱ章 主要幹線道路及び広域緑地の整備の方向性並びに都市機能のあり方の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2-27 西普天間住宅地区の湧水・湧泉 

 

３）植生等 

当地区及びその周辺の植生等の状況を把握した。 

当地区における特徴は以下のとおり。 

・植生自然度が高い植生が河川沿いや湧水周辺、グスク周辺に存在 

・普天満宮洞穴等貴重な動物の生息域 

・対象地は土地利用により植生自然度が１～２or３と低い場所が多くを占めるが、その一方で

ほぼ手つかずに自然が残っている場所も存在している。 

・川沿い、稜線部は植生自然度 7or8の高い自然度となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：中南部都市圏駐留軍用地跡地の緑地保

全及び緑化方策の検討調査報告書（平成 23

年３月沖縄県） 

当地区の中において先行返還地区となる西普天間住宅地区には、湧水・湧泉が豊富で

あり、文化的な資源として残っている。 

写真（上）は航空写真。（右）は上より、ヤマガー、ヒーシャーガー、バシガー、ミ

ーガー 

図 2-28 キャンプ瑞慶覧及びその周辺の植生

の状況＜１＞ 
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図2-29 キャンプ瑞慶覧及びその周辺の植生の状況＜２＞ 

・白比川、普天間川周辺には「ナガミボチョウジーヤブニッ

ケイ群落が、喜友名泉周辺には「ハドノキーウラジロエノ

キ群団（二次林）が存在しており、植生が「群」として生

育している（自然度が高い）ことが確認できる。 
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第Ⅱ章 主要幹線道路及び広域緑地の整備の方向性並びに都市機能のあり方の検討 

 

４）生活・文化等 

当地区及びその周辺の生活・文化等の状況を把握した。 

当地区においては、北谷グスク、御獄、喜友名泉といった歴史文化資源があり、戦災前は集落

が存在していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2-30 キャンプ瑞慶覧及びその周辺の生活・文化等の状況＜１＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2-31 キャンプ瑞慶覧及びその周辺の生活・文化等の状況＜２ 宜野湾市内の状況＞ 

  

― 河川 

● 湧水 

■ 御嶽 

■ グスク  

● 集落  

 

出典：中南部都市圏駐留軍用地跡地の緑地保

全及び緑化方策の検討調査報告書（平成 23

年３月沖縄県） 

・戦前には、チュンナー、イサ、アンナ等の複数の集

落と田畑が広がり、通路が縦横に走っていた。集落

の周辺には、泉（カー）や洞穴、製糖小屋（サータ

ーヤー）、村屋・行政施設、拝所、墓等があった。 
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図2-32 キャンプ瑞慶覧及びその周辺の生活・文化等の状況＜２ 北谷町内の状況＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-33 接収前の西普天間住宅地区の様子（イメージスケッチ） 

・北谷は戦前、田畑が広がる農村地帯で、

その耕地のなかに家屋敷がかたまり

集落をなしていた。集落の周辺には湧

き水や川があり生活や耕作に利用さ

れていた。製糖小屋、闘牛場、拝所、

墓などもあった。 

・西普天間住宅地区にあたる地域内で

は、段丘斜面及びその下部に文化的資

源が集中している。 
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第Ⅱ章 主要幹線道路及び広域緑地の整備の方向性並びに都市機能のあり方の検討 

（５）緑地整備を行う上でのエリア設定 

これまでに整理した水と緑に関わる要素を重ね合わせ、特性によりエリア設定を行った。 

当地区においては、地形の特徴などから、A．低地部（国道 58号沿道から西海岸のエリア）、B．

段丘斜面（北谷グスクから喜友名グスクを結ぶエリア）、C．段丘上部（クラスター型の住宅の街

区エリア）、D．稜線部（中城など緑量の多いエリア）、R．水路・河川・渓谷・湧水部（白比川・

普天間川を軸としたエリア）に分けられ、更に B、Rが重なり、重要な歴史・文化資源も存在する

重要なエリアを抽出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-34 水と緑に関わる要素の重ね合わせ 
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図 2-35 緑地整備を行う上でのエリア設定 

 

表 2-1 緑地整備を行う上でのエリア設定 

エリア区分 エリアの特性 

低地部エリア ・国道58号を中心として南北に伸びるエリア 

・自然度の高い植生は見られず一部で河川と交差 

・段丘斜面やその奥の稜線に囲まれた空間 

段丘斜面エリア 

 

・４つの川筋部分を中心として、南北方向に自然度の高い植生が断続的に見

られる。 

・段丘斜面は、中南部都市圏全体で形成。普天間飛行場にも連続。 

台地上部エリア 

 

・自然度の高い植生が見られる川筋と自然度の高くない平坦な台地（基地内

の住宅地）が交互に連続する。 

・高台から見下ろす「西海岸」への開放的な景観が続く。 

稜線部エリア 

 

・沖縄本島の東西方向の中央に位置し、豊かな緑が形成。 

・西海岸、東海岸ともに眺めることのできるポイント 

（・キャンプ瑞慶覧では対象箇所が少ない。） 

河川・水路・渓谷・

湧水・湧泉 

・４つの河川、湧水・湧泉と地域内には水辺が豊富。 

・白比川には豊富な緑が存在。普天間川の低地部は人工的。 

・歴史、文化的な資源と重なる箇所も多い。 

複数の要素が重なる

重要なエリア 

・北谷グスク、喜友名泉、普天満宮では、水・緑・歴史・文化が重なる重要

なエリア 

 

49


